
　

職

場

研

修 16 1 13 10 14 12 9 14 11

山形・山中

岡本・亀浦 杉本・井上

5 28 10 26 7 23 5 28 2 25 6 29 4 27 1 24 6 22 10 22 7 23 7 23

ステップ　１ ステップ 3.4

日常業務が 日常業務が 日常業務が 日常業務が

担当：白沙 担当：岡田・合田

25 23 27 25 2 22 26 24 26 23 　 22 27

輸血の取り扱い方

今年度の 未定　
フットケアについて

講師：看護部長 　　　　講師：杉本 講師：加古山 講師：池田師長 講師：外部講師 講師：

担当：谷川 担当：谷川 担当：白沙 担当：教育委員 担当： 担当：谷川

8月 9月

2回目

岡田ち・植田 岡田ち・植田

14 19

ＶＯＤ GW GW

担当：谷川

ステップ Ⅲ ステップ Ⅱ ステップⅠ ステップ Ⅲ ステップⅡ ステップⅠ ステップ Ⅲ ステップⅡ ステップⅠ ステップ Ⅲ ステップⅡ ステップⅠ

日常業務が 日常業務が 日常業務が 日常業務が

担当：白沙 担当：白沙 担当：白沙 担当：白沙

7 14

担当：廣瀬
3 1 5 2 7 22

VOD VOD VOD VOD ＶＯＤ
看護研究とは？

管理者研修においては別紙記載 京都回生病院　　看護部

排泄介助の方法 ボディメカニクス 食事介助で気配り出来てますか

学ぼう介護① 学ぼう介護②

組織の中の 組織の中の組織の中の

役割をみつける③

担当：谷川

講師：大西管理栄養師

太田・村田れ 水永・中野さ 野中・持田

ＭＲＩ検査について

東洋医学から考える

いきいきと組織の中の

役割をみつける① 役割をみつける②できるために②

８月 １０月 １２月

感染対策

介護事故予防

高橋 小西 深田

罹患者を出さない

介護のお仕事

担当：谷川　　　

FIMについて

組織の中のいきいきと

介護をするために①

いきいきと

担当：岡田・合田

できるために①

２病棟

３病棟

担当：合田

業務上の責任と倫理 褥瘡を作らないケア

（ユマニチュード）

外来

　　　　　　　　　2016年度　年間教育計画                                     
教育項目 ４月 ５月 ６月 ２月７月 １月１１月

５病棟

看護師
ステップ研修

（第１火第４木）

集合研修
（第４月）

５・３病棟

役割をみつける④看護をするために 看護をするために

いきいきと

認知症のある方の対応

研　　修

看護研究

担当：谷川 担当：岡田

文献検索と文献検討

オムツが有効に当てられる

３月９月

一年の成果在宅看護医療安全コミュニケーション能力

虐待について

坪内

看護倫理

認知症を理解する

（事例を通して）

深田 田中

褥瘡災害時の対応

初動体制・病棟内発生時 （認知面評価） （監査について）

白沙

ディスカッション

廣瀬・植田 兼口

介護保険について感染防止対策を理解し

今年度の取り組み成果

介意御食が留意すべき環境整備の注意点

排泄ケアの必要性 褥瘡発生率からわかることリスク回避できること

接遇を見直そう

接遇5原則と患者・家族対応

入院時の対応 記録について

医療職に必要な倫理 効果的な口腔ケア

谷川

いきいきと

看護研究発表会睡眠についての学習

看護をするために 看護をするために

ステップ　２

できるために④

担当：岡田・合田 担当：白沙

いきいきと

ステップ　３．４

宮田・山村

ステップ　３．４

災害時の確認事項看護記録で注意することこれからの退院支援

できるために② できるために③

組織の中の

介護をするために②

講師:竹平

役割をみつける③

学ぼう介護③ 学ぼう介護④ 学ぼう介護⑤

介護職研修
（第１木　第３

木）

介護職
ステップ研修
（第2木　第４

土）

看護必要度

役割をみつける①

組織の中の

担当：谷川

患者・家族の関わり方 レクレーション介護とは KYT① KYT② 今年度頑張ったこと

できるために④

今年度頑張ったこと

担当

2・病棟・外来

する

いきいきと

担当：

次年度のサポートナースへ

組織の中の

介護をするために③

担当：谷川担当：岡田・合田

担当:

役割をみつける④

担当：担当:担当: 担当:

担当：谷川 担当：岡田・合田

サポートナース

研究テーマの絞り込み

担当：廣瀬担当：白沙

どうして研究するの？
研究論文を作成研究活動を実施し

を行う データを得る

担当：岡田

役割をみつける②

担当：谷川

１回目

看護研究発表

担当：岡田・合田

担当:

いきいきと

介護をするために④

オムツあて方コンテスト

担当：教育委員

講師：吹上

担当：谷川 担当：白沙

講師：輸血委員

講師：教育委員講師：福野

担当：岡田・合田担当：谷川　　　 担当：白沙 担当：谷川 担当：岡田・合田 担当：白沙

ステップ　1 ステップ　２ ステップ　１ステップ　２

担当：教育委員

担当：谷川

できるために③

28

担当：教育委員

第２回

黒川

松浦・古道

取り組もう退院支援

【現状は？】

感染管理（取り組み）

楢原・赤井

現状と問題点

井元・實崎・松川秋田・大久保

山田・寺本

岡田・吉富

NSTの取り組み

看護部の取り組み

できるために①

ステップ　1 ステップ　３．４ステップ　２

セルフコンディショニング

～未病治について～

山本 松本 呉山 城崎 安達 濱本

倫理的事例を

接遇について 看護研究

担当者

認知症の看護救急看護

大山 西野

薬剤について

組活動報告

組長師長・主任

河井

薬の基礎知識

全員

古門 園田

後輩へ伝えたいこと

ステップ３・４担当者

当院の食事の特徴
医療療養棟における

医療区分とは

皮膚トラブルの対応身体拘束について

田中白沙

看
院長印 看護部長印 


